
 

「ワシントン条約対象貨物」の輸入の事前確認申請に係る
提出書類の様式が変更されます！  

 

申請者の皆様へお知らせ 
 

 

 

 

 

令 和 元 年 ６ 月 １ 日 

経 済 産 業 省 貿 易 経 済 協 力 局 

貿易管理部野生動植物貿易審査室 
 

 

令和元年７月１日付けで輸入公表（輸入割当てを受けるべき貨物の品目、輸入の承認を

受けるべき貨物の原産地又は船積地域その他貨物の輸入について必要な事項の公表（昭和

４１年通商産業省告示第１７０号））が改正される予定（６月下旬公布、７月１日施行予

定）です。 

当該改正に伴いワシントン条約対象貨物の輸入に係る「事前確認申請書」の様式が以下

【別添】のとおり変更されますので、７月１日以降の申請にあたっては、別添様式（新様

式）にて申請してください。 

 

【附属書Ⅱ及びⅢの貨物の輸入における対応表】 
附属書 分   類 変更前 変更後 輸入手続 様式 

附属書Ⅱ 

生きている動物 三の７の（４） 三の７の（３） 事前確認 別添２ 

上記以外 
特定国原産※１ 三の７の（３） 三の７の（２） 事前確認 別添１ 

上記以外 三の８の（２） 三の８の（３） 通関時確認 － 

附属書Ⅲ 

掲載国原

産※２ 

生きている動物 三の７の（４） 三の７の（３） 事前確認 別添２ 

上記以外 

特定国原産

※１ 
三の７の（３） 三の７の（２） 事前確認 別添１ 

上記以外 三の８の（３） 三の８の（４） 通関時確認 － 

非掲載国原産※２ 三の８の（３） 三の８の（４） 通関時確認 － 

種の保存法（国内希少野生動植物種） 三の７の（５） 三の７の（４） 事前確認 別添３ 

 

※１ 特定の原産国又は船積地域。 

※２ 「掲載国原産」 ：該当動植物を附属書Ⅲに掲げた国を原産地とする場合。 

「非掲載国原産」：上記以外の国を原産地とする場合。 

 

 

（注） 

１．別添様式の下線が改正箇所です。なお、新様式は、７月１日にＨＰに掲載します。 

２．経過措置として、当面の間は旧申請様式にて申請された場合であっても受理します。 

３．今般の改正により、附属書Ⅰに掲げる鯨の一部の種が、事前確認又は通関時確認の対象とな

りますので、ご注意ください。 

  



 

 

【本件に関するお問い合わせ先】 

 

●輸入承認・事前確認＜全般＞ 

経済産業省貿易経済協力局 貿易管理部 貿易審査課 野生動植物貿易審査室 

電話：０３－３５０１－１７２３ Faｘ：０３－３５０１－０９９７ 

 

●事前確認 ＜変更後：三の７の（３）＞ 

北海道経済産業局総務企画部国際課 

電話：０１１－７０９－１７５２ 

Fa x：０１１－７０９－１７９８ 

東北経済産業局産業部国際課 

電話：０２２－２２１－４９０７ 

Fa x：０２２－２１５－９４６３ 

関東経済産業局産業部国際課 

電話：０４８－６００－０２６５ 

Fa x：０４８－６０１－１３０６ 

東京通商事務所総務課 

電話：０３－５８４２－７０７１ 

Fa x：０３－５６８９－７８４１ 

横浜通商事務所総務課 

電話：０４５－２１２－１１０５ 

Fa x：０４５－２０１－７１５６ 

中部経済産業局地域経済部国際課 

電話：０５２－９５１－４０９１ 

Fa x：０５２－９６１－７８２９ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

近畿経済産業局通商部通商課 

電話：０６－６９６６－６０３４ 

Fa x：０６－６９６６－６０８８ 

神戸通商事務所総務課 

電話：０７８－３９３－２６８２ 

Fa x：０７８－３９３－２６８５ 

中国経済産業局産業部国際課 

電話：０８２－２２４－５６５９ 

Fa x：０８２－２２４－５６４２ 

四国経済産業局産業部国際課 

電話：０８７－８１１－８５２５ 

Fa x：０８７－８１１－８５６５ 

九州経済産業局産業部国際課 

電話：０９２－４８２－５４２５ 

Fa x：０９２－４８２－５３２１ 

沖縄総合事務局経済産業部商務通商課 

電話：０９８－８６６－１７３１ 

Fa x：０９８－８６０－３７１０ 



 

〔別紙様式〕 

 
輸入公表三の７に基づく貨物（ワシントン条約に係る特定の原産国等）の輸入 

に関する確認申請書 
 

経済産業大臣 殿 

 年 月 日 
 

申請者名  

記名押印 

又は署名  

住住  所  

電話番号 

及び担当者名  

次の輸出許可書等の確認を申請します。      発  行  国  

許可書番号  

 

 
Ａ 

学 名 （和名） 

原産国  形態  数量  

 
Ｂ 

学 名 （和名） 

原産国  形態  数量  

 
Ｃ 

学 名 （和名） 

原産国  形態  数量  

□上記の輸出許可書等について確認する。 

なお、本確認書により輸入申告をする際には、本確認書及び別添の輸出許

可書等の原本を税関に提出すること。 

 

□上記の輸出許可書等については事実を確認するに至らなかった。 

 
※経済産業大臣の記名押印 

資格  

記名押印  

※確認番号 

 
※確認年月日 

別添1 



 

 

 
 

（裏面） 

※通 関 

 

輸入申告番号 

及び申告年月日 

送状数量 送状金額 許可又は承認年月 

日及び税関の押印 

    

 
（注）（１）本申請書の大きさはＡ列４番縦長とすること。 

（２）「発行国」及び「許可書番号」欄には、当該貨物について発行され

た輸出許可書、再輸出証明書又は加工証明書の発行国及び番号を記載

すること。 

（３）「原産国」欄には、輸出許可書、再輸出証明書又は加工証明書中にあ

る原産国を記載すること。 

（４）「形態」欄には、その貨物の形状（例えば、生きている動物、塩づ

け原皮、ハンドバック、ベルト、靴等）を記載すること。 

（５）※印のある欄には記入しないこと。 



〔別紙様式〕 

 

輸入公表三の７に基づく貨物（ワシントン条約に係る生きている動物）の輸入 

に関する確認申請書 

 

経 済 産 業 大 臣 殿 

 年 月 日 

 

申請者名  

記名押印 ※確認番号 

又は署名   

住 所  ※確認年月日 

電話番号  

及び担当者名   
 

 

次の輸出許可書等の確認を申請します。 発 行 国  

 

許可書番号  
 
 

 
 

Ａ 

学 名 （和 名） 

原産国 
 

数 量 
 

 
 

Ｂ 

学 名 （和 名） 

原産国 
 

数 量 
 

 
 

Ｃ 

学 名 （和 名） 

原産国 
 

数 量 
 

□上記の輸出許可書等について確認する。 

なお、本確認書により輸入申告をする際には、別添の輸出許可書等の原本を税関に提

出すること。また、本確認書は税関に提示し確認を受けた後、その写しを、輸入通関後 

１ヶ月以内に確認担当課宛て返送すること 

 

□上記の輸出許可書等については事実を確認するに至らなかった。 

※経済産業大臣の記名押印 
 
 

資 格  

 

記名押印  

別添2 



（裏 面） 
 
 

※通 関 

 

輸入申告番号

及び申告年月日 

 
送状数量 

 
送状金額 

 
輸入数量 

 

許可又は承認年月日

及び税関押印 

     

（注）（１）本申請書の大きさはＡ列４番縦長とすること。 

（２）「発行国」及び「許可書番号」欄には、当該貨物について発行された輸出許可

書等の発行国及び番号を記載すること。 

（３）「原産国」欄には、輸出許可書等に記載された原産国を記載すること。 

（４）※印のある欄には記入しないこと。 



〔別紙様式〕 
 

輸入公表三の７に基づく貨物（種の保存法に係る国内希少野生動植物種）の輸入に関す 

る確認申請書 

 

経 済 産 業  大 臣 殿 

 
申 請 者 名                               

記 名 押 印 

又 は 署 名  
 

住 所  
 

申請年月日  
 

 

以下の貨物の輸入に係る確認を申請します。 

 

貨物の詳細 

（和名）  （輸入数量）  

（学名）  

輸出者名 

 
及び住所 

 

輸入する貨物がワシントン条約対象種の場合、以下を記入のこと。 

（ 附属書番号及びソース）  

（原産国） 

□上記の輸入について確認する。 

輸入申告をする際には本確認書を税関に提示し確認を受け、輸入通関後１ ケ月以内に裏面の「輸

入状況報告」欄に記入のうえ、野生動植物貿易審査室宛て返送すること。 

なお、輸入する貨物がワシントン条約対象種の場合、別添の輸出許可書等の原本を税関に提出す

ること。 

 

□上記の輸入については事実を確認するに至らなかった。 
 

 

※確認番号 ※ 経済産業大臣の記名押印 

 
資 格  

記名押印  ※確認年月日 

別添3 



（裏 面）  

 
※税関確認欄 

（許可又は承認年月日及び押印）  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

輸入状況報告 

船 積 日 到 着 日 ＢＬ番号等 輸 入 数 量 

輸入貨物が動物の場合で、通関するまでに死亡したものがいる場合には、原因について記し

てください。 

 
（注） １ 本申請書の大きさはＡ 列４ 判縦長とすること。 

２ 「原産国」欄には、輸出許可書等に記載された原産国を記載すること。 

３ 「ソース」欄には、輸出許可書等に記載されたソースを記載すること。 

４ ※印のある欄には記入しないこと。 
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